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１．事業の位置付け

社会教育部　中央図書館

○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

実績

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目標 40000

成果指標③

指標名 貸出点数 単位 点

説明・算定式 移動図書館と出前図書館での合計貸出点数（平成24年度から）

平成23年度の主な取組と成果
出前図書館の利用施設が１か所増えましたが、昨年度まで利用があった施設の利用がなかったため、最終的には増減がな
く、10施設になりました。巡回回数は、電算システム入替えのため４月初旬と特別整理休館のため２月下旬に休館したことに
より微増にとどまりました。視覚障がい者への郵送サービスについては登録者数は６人に達し、今年度は２タイトルの貸出が
ありました。また、個別対応として、移動図書館車を窓口として代理人による資料の貸出返却サービスを１人の方に開始しま
した。

平成23年度
Ｂ：おおむね成果があがった

の検証結果

実績 10 10 10

進捗状況

②：若干遅れている

遅れている理由
施設側の負担による継続利用の減少や、スペースの問題で利用施設が増えないた
め。

平成23年度 平成24年度
目標 15 20 15 15

成果指標②

指標名 訪問施設数（幼稚園、保育園等） 単位 か所

説明・算定式

平成21年度 平成22年度

目標 4800 4800 4500
実績 4284 4437 4298

説明・算定式 児童施設や入所施設での貸出点数（平成23年度まで）

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

実績

成果指標①

指標名 貸出点数 単位 点

平成23年度 平成24年度
目標 100

活動指標②

指標名 目の不自由な方専用の蔵書冊数 単位 冊

説明・算定式
デイジー録音図書等（冊数は墨字本１冊分にあたるデイジー録音図書を１冊としてカウント）（平成24年度か
ら）

平成21年度 平成22年度

目標 84 84 84 84
実績 69 72 73

児童施設や入所施設への巡回回数

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

目的・目標 事業の概要
図書館へ来館出来ない人に読書の楽しみを知っていただ
き、知る自由の保障を図ること。

生涯学習支援のため、移動図書館車で児童施設、入所施
設、図書館から遠い地域の学校・公民館へ訪問し、図書の
貸出を行います。また目の不自由な方への郵送サービスを
実施します。

活動指標①

指標名 巡回回数 単位 回

説明・算定式

対象・受益者 図書館に来館出来ない市民 事業期間

委託、協働

1

事務事業名 来館出来ない人へのサービス事業

事業担当

事業種類

総合計画の
位置付け

'01 基本目標１　　豊かな心をはぐくみ、よろこびとふれあいにあふれたまち

'02 ②〈感性〉　　生涯学習や文化などを通じ、豊かな感性をはぐくむ

事業評価シート　（平成23年度分）

'03 3 幅広い芸術・文化活動を普及・促進する

根拠法令等
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■ 市民ニーズ

□ 事業目的の達成状況 高

□ 市の関与の必要性 低

□ その他

□ 上位施策への貢献

□ 市民満足度を高める方策 高

■ 継続による成果向上の可能性 低

□ その他

■ 事業の目的、対象、内容

□ 受益者負担、補助額 高

□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中

□ その他 低

■ 業務プロセス改善による効率化の方策

□ コスト削減の可能性 高

□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中

□ その他 低

３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．今後の事業展開（担当課としての提案）
平成25年度の取組方針

「あおぞら号」と「連絡車（軽自動車）」との併用で、より利用しやすい内容にしてＰＲを図ることで、訪問施設の拡大を図りま
す。また、貸出サービスにとどめず、おはなし会などの出前サービスの検討を行います。さらに、デイジー録音図書等を強化
するなど障がい者サービスの拡充を行い、図書館サービスを利用できる市民を増やしていきます。

課長コメント
訪問施設に適した方法で出前図書館を実施するとともに、障がい者サービスの拡充を図ることで、図書館サービスを利用で
きる市民を増やしていきます。

人件費　(B) 10,028 5,736 20,113 22,760

フルコスト　(A+B) 10,647 6,338 24,985 27,262

2.50

再任用　(人) 0.00 0.35 0.80 0.80

執行率　(%) 98.25 100.00 99.86

内
訳

職員　(人) 1.20 0.55 2.15

一般財源 619 602 4,764 4,502

事業費　(A) 619 602 4,872 4,502

起債 0 0 0 0

その他　特財 0 0 108 0

0

県支出金 0 0 0 0

事業内容

児童施設などの訪問、
図書などの貸出し

児童施設等の訪問、図
書等の貸出し

移動図書館による施設
等訪問貸出、目の不自
由な方への郵送サービ
ス

移動図書館による施設
等訪問貸出、目の不自
由な方への郵送サービ
ス

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

決算額 決算額 決算額 予算額

今後に向けた課題の分析

事

業

分

析

項目 分析の視点 先の視点に関する分析・課題の抽出

実施しているサービスのＰＲをさらに実施し、訪問箇所、利用者数を増やすとともに、利用がなかった登録施設・利用者に利
用を呼びかけることや視覚障がい者が借りられる資料を増やすことで、利用機会の拡大を図っていきます。

妥当性

サービスのＰＲをさらに行うことで訪問箇所、利用者数を増
やすとともに、利用がなかった登録施設・利用者に利用を
呼びかけることで、さらに妥当性が高くなります。 ○

●

○

効率性

出前図書館利用者が手にした図書は、施設で回収し、期
限になると図書館で引き取りに行っているが、施設職員の
負担が大きくなっています。 ○

●

○

総合評価

必要性

図書館に来館しづらい方や子どもたちが図書にふれる機
会が増えることから、訪問施設や視覚障がい者への郵送
サービスのニーズはあります。 ●

○

有効性

継続して実施することにより、訪問施設や利用者が増え、
図書館に来館しづらい方や子どもたちが図書にふれる機
会も増えます。 ●

○

2


